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史
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序
論一音
築
史
の
方
法
論
（
撃
問
的
な
成
り
立
ち
）

歴
史
撃
の
見
方
か
ら
、

一音
楽
史
を
如
何
に
組
織
立
て
る
か
を
方
法
論
に
於
て

論
ず
る
。
元
来
音
楽
史
と
云
ふ
と
各
種
類
の
も
の
が
あ
っ
て
、
或
は

ω惇
記

を
中
心
に
し
た
も
の
、
或
は

ω年
代
順
に
一
音
楽
史
上
の
出
来
事
を
綴
っ
た
も

の
、
或
は

ω時
代
匿
分
に
よ
っ
て
、
其
の
各
時
代
を
記
述
し
た
も
の
、
叉
或

も
の
は
、

ω文
化
史
的
に
見
た
も
の
、
文

ω一
音
楽
様
式
（

ω包
）
の
護
達

史
、
或
は
叉
、

ω一
音
繁
理
論
の
護
蓬
を
中
心
と
し
た
も
の
。
又
的
一
時
代
を

詳
細
に
記
述
し
た
も
の
、
或
は

ω繕
の
一
音
築
史
、
或
は
叉
、

ω百
科
鮮
典
的

な
一
音
楽
史
等
を
見
る
事
が
出
来
る
。
そ
の
他
比
較
一
音
築
史

ω
「
惇
記
を
中
心
に
し
た
も
の
」
は
列
侍
慢
の
歴
史
で
あ
っ
て
、
時
代
順
に
惇

記
を
見
る
に
は
便
利
で
あ
る
が
、
歴
史
撃
か
ら
見
る
と
、
一
音
築
の
護
達
を

系
統
順
に
調
べ
て
ゆ
く
事
が
出
来
な
い
。
（
更
に
そ
の
順
序
は
生
れ
た
順

に
す
る
か
、
死
ん
だ
順
に
す
る
か
y
問
題
と
な
る
）

ω
「
年
代
順
に
綴
っ
た
も
の
」
は
、
年
続
を
迫
っ
て
、
ず
っ
と
書
い
て
あ
る
も

の
で
、
例
へ
ば
一
八

O
O年
に
起
っ
た
あ
ら
ゆ
る
事
件
を
書
い
て
み
る
。

す
る
と
、
之
は
、
同
年
代
に
起
っ
た
一音
築
史
上
の
事
柄
を
見
る
の
に
は
、

便
利
で
あ
る
。
し
か
し
歴
史
と
し
て
は
、
年
代
を
追
っ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な

" ｝｝ " 63 II 
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之
も
或
一
意
味
に
於
て
は
便
利
で
あ
る
が
、
歴
史
筆
よ
り
見
る
と
、
特
殊
な
も

の
に
な
っ
て
ゐ
る
。

ω
「
時
代
匿
分
に
よ
っ
て
、
其
各
時
代
を
記
述
し
た
も
の
」
は
、
古
代
、
中
世

文
義
復
興
期
、
一
七
、
八
世
紀
・
近
世
と
い
ふ
風
に
匿
分
す
る
方
法
で
す

べ
て
の
歴
史
が
全
憧
を
大
別
す
る
の
に
便
利
で
あ
る
。

ω
「
文
化
史
的
に
見
た
も
の
」
は
一音
築
の
護
達
の
背
景
を
な
す
一
般
文
化
を
考

慮
し
て
一
音
楽
史
を
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。
事
術
は
、
そ
の
萎
術
を
生
み
出

す
各
時
代
の
精
神
文
化
を
考
へ
の
中
に
入
れ
て
解
稗
し
な
け
れ
ば
、
出
来

な
い
場
合
が
あ
る
。
例
へ
ば
中
世
の
ク
リ
ス
ト
教
文
化
と
一
音
楽
と
は
関
係

が
あ
り
、
叉
十
七
、
八
世
紀
の
宮
廷
を
中
心
と
し
た
文
化
を
理
解
し
な
い

と
、
嘗
時
の
合
奏
曲
（
室
内
柴
）
を
解
縛
す
る
事
が
出
来
な
い
場
合
が
あ

る
。
或
は
叉
、
回

8
P
2
8
の
一
音
楽
は
、
嘗
時
の
封
建
制
度
波
落
以
後

の
文
化
史
的
な
潮
流
を
背
景
と
し
て
考
へ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
が
あ
る
。

ω「
一
音
築
様
式
の
護
達
史
」
は
音
楽
様
式
に
よ
る
一
音
楽
史
で
、
こ
の
様
式
と
云

ふ
の
は
、
紫
式
、
例
へ
ば
ソ
ナ
タ
形
式
、
リ
ー
ド
形
式
と
か
云
ふ
も
の
よ

り
は
、
贋
い
意
味
で
事
術
的
な
姿
を
言
ふ
。
即
ち
複
音
楽
或
は
軍
一
音
築
様

式
と
か
、
合
奏
曲
の
様
式
（
中
に
同
P
E
B
R
5
5安
即
室
内
繁
や
交

響
楽
的
な
も
の
が
あ
る
）
聾
柴
の
様
式
と
云
ふ
風
に
贋
い
萎
術
的
な
楽
曲

の
姿
の
護
達
や
嬰
遷
史
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

山
間
「
一
音
築
理
論
の
護
達
を
中
心
と
し
た
も
の
」
は
特
殊
な
も
の
で
、
一
音
楽
理
論

護
達
を
中
心
と
す
る
一
音
築
史
で
あ
る
。
古
代
の
音
柴
は
、
軍
一
の

宮
色
。
色
町
を
持
ち
、
中
世
の
ク
リ
ス
ト
教
的
な
一
音
繁
で
複
一音
的
な
作
曲

法
が
見
出
さ
れ
、
二
ニ

O
O年
頃
か
ら
、
二
つ
或
は
二
つ
以
上
の

宮
色
。
品
目
。
の
複
合
を
知
何
に
す
べ
き
か
と
云
ふ
初
期
の
封
位
法
の
護
達

が
あ
り
、
此
の
対
位
法
の
複
雑
な
る
護
遠
の
後
に
一
六

O
O年
前
後
か
ら

仏
民
と
目
。
口
と
か
云
ふ
一
音
楽
意
識
が
明
瞭
に
な
り
、
績
い
て
、
近
世

和
聾
柴
の
護
達
が
行
は
れ
て
、
現
今
に
至
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
理
論
の
護
蓬

を
骨
子
と
し
て
一
音
楽
史
を
編
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

可

5
2ロ
ω
g
E
S
司

5
2
c
g－

。
o
E
E
U
5
2
封
位
法
（
封
符
法
）

的
「
一
時
代
を
詳
述
し
た
も
の
」
は
一
時
代
を
詳
細
に
述
べ
る
一音
楽
史
で
、
例

へ
ば
中
世
の
グ
レ
ゴ
リ
ア
ン
歌
の
研
究
と
か
、
ギ
リ
シ
ャ
の
音
築
史
と

か
、
或
は
十
七
、
八
世
紀
の
宮
廷
一音
楽
史
又
、
∞

2
吾
。
話
口
時
代
と

云
っ
た
様
な
も
の
が
其
れ
で
あ
る
。

ω
「
繕
の
一
音
楽
史
」
は
、
歴
史
的
に
繕
董
或
は
禦
譜
、
或
は
園
版
等
を
時
代
順

に
遊
べ
て
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
る
と
、
参
考
一音
楽
史
で
あ

λ
九

仙
川
「
僻
典
的
に
或
は
百
科
全
書
的
に
輯
め
ら
れ
た
一
音
築
史
」
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
の
頭
文
字
順
で
史
料
を
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。

歴
史
撃
か
ら
見
て
、
音
楽
史
を
編
む
に
は
二
種
類
の
編
み
方
が
あ
る
。

第
一
は
縦
に
見
た
一
音
楽
史
。
第
二
は
横
に
卒
面
的
に
見
た
一
音
楽
史
で
あ
る
。

第
一
は
縦
に
見
て
、
重
要
な
る
節
々
を
把
握
し
て
、
其
の
前
後
の
連
絡
を
明
瞭

に
し
、
時
代
的
に
辿
っ
て
ゆ
く
方
法
で
あ
る
。

第
二
は
、
或
重
要
な
節
の
部
分
を
卒
面
的
に
切
断
し
て
、
其
の
卒
面
に
存
在

す
る
あ
ら
ゆ
る
状
態
を
詳
細
に
－
記
述
し
て
ゆ
く
方
法
で
あ
る
。

以
上
の
二
つ
の
方
法
論
は
ド
イ
ツ
の
有
名
な
歴
史
家
の
ラ
ン
ケ
の
唱
へ
た
貼

で
あ
っ
て
、
今
之
を
樹
木
に
例
へ
て
二
つ
の
方
法
を
説
明
し
た
の
で
あ
る
。

第
一
、
愛
展
史
的
な
一音
築
史

員職教第5節1341 



第
二
、
特
殊
一
音
楽
史
的
な
も
の

歴
史
的
な
事
術
の
見
方

第
一
の
見
方
は
時
代
と
作
品
と
の
関
係
を
考
慮
す
る
事
で
あ
る
。
其
は
文
化

史
的
な
見
方
で
あ
る
。

第
二
の
見
方
は
、
作
家
と
そ
の
作
品
と
を
考
察
す
る
事
、
之
は
停
記
的
な
見

方
で
あ
る
。

第
三
は
作
品
と
そ
の
作
品
の
前
後
の
様
式
と
の
関
係
を
考
へ
る
事
、
之
は
理

論
的
な
見
方
で
あ
る
。

第
一
の
場
合
は
、
一
つ
の
作
品
を
み
る
場
合
に
知
何
な
る
時
代
を
背
景
と
し

て
、
如
何
な
る
事
術
的
傾
向
を
持
っ
て
そ
の
作
品
が
出
来
上
っ
て
ゐ
る
か
と
云

ふ
事
を
考
へ
る
事
は
、
そ
の
作
品
の
見
方
の
一
つ
と
し
て
重
要
な
事
で
あ
る
。

例
を
エ
ロ
イ
カ
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
に
取
っ
て
み
る
と
（
回

S
P。〈
g
の
第
三

交
響
曲
）
嘗
時
の
欧
洲
の
文
化
史
的
な
、
或
は
も
っ
と
思
想
的
な
、
更
に
欧
洲

の
嘗
時
の
世
相
か
ら
考
へ
て
あ
の
様
な
個
性
の
強
烈
な
新
時
代
の
精
紳
を
持
っ

た
作
品
が
生
れ
て
来
る
と
い
ふ
事
が
考
へ
ら
れ
る
。
特
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
い
ふ

英
雄
を
∞

8
5
0〈
g
が
新
時
代
の
偉
大
な
る
存
在
と
し
て
隼
敬
を
梯
っ
て

ゐ
た
。
さ
う
い
ふ
作
曲
意
識
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
国
内
凶
山
、
己
p

冨
O
N
ω

ユ
の
時
代
に
は
、
か
く
の
如
き
作
品
は
生
れ
出
で
る
事
は
考
へ
ら
れ

な
い
と
誰
も
が
文
化
史
的
に
見
る
事
と
思
ふ
。
同
様
に
第
五
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
も

考
へ
る
事
が
出
来
る
。

（∞

2
岳
。
〈

g
は
世
界
の
偉
人
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
自
分
の
二
人
で
あ
る
と

一
八

O
四
年
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
エ
ロ
イ
カ
を
献
上
し
よ
う
と

思
っ
て
ゐ
た
。

し
た
時
に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
即
位
を
知
っ
た
。

一
八

O
O年
時
代
は
封
建
制
度
の
後
に
来
た
新
し
い
時
代
で
あ
る
。
）

第
二
は
回

2
P。
認
ロ
は
意
志
の
非
常
な
強
固
な
る
天
才
と
し
て
、
ナ
ポ

レ
オ
ン
と
同
様
に
自
分
は
事
術
界
の
方
面
の
英
雄
の
気
を
多
分
に
持
っ
て
ゐ

る
。
か
〉
る
彼
の
心
理
状
態
で
作
曲
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
堂
々
と
し
た

且
、
偉
大
な
精
紳
力
を
現
し
て
各
繁
章
を
作
曲
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
第
二
築
章

は
英
雄
の
死
に
封
し
て
、
壮
巌
な
る
葬
法
行
進
曲
を
書
い
て
ゐ
る
。

最
後
の
第
四
繁
華
で
は
、
そ
の
最
後
の
所
で
念
に
の
ろ
い
部
分
が
あ
る
が
、
此

慮
は
、
英
雄
を
永
遠
に
ま
つ
り
込
む
様
な
感
じ
で
書
か
れ
て
あ
る
と
一
般
の
批

評
家
か
ら
解
縛
さ
れ
て
ゐ
る
。
嘗
時
の
彼
の
生
活
感
情
が
全
僅
に
浸
み
出
し
て

ゐ
る
と
見
る
事
は
、
第
二
の
停
記
的
な
見
方
に
な
る
。

第
三
の
場
合
へ
考
へ
て
み
る
と
、
此
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
は
、
様
式
の
上
か
ら

考
へ
て
、
ソ
ナ
タ
形
式
を
用
ゐ
た
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
の
紫
式
的
な
見
方
を
す
る
に
は
、
そ
れ
以
前
の
第
一
、
第
二
の
交

響
曲
、
更
に
出
ω三
一p
p向。
N
m
w
立
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
形
を
考
へ
な
い
と
、

そ
の
エ
ロ
イ
カ
の
交
響
曲
の
組
立
て
と
そ
の
内
容
が
明
瞭
に
理
解
出
来
な
い
。

叉
エ
ロ
イ
カ
以
後
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
と
の
関
係
を
も
考
へ
る
時
、
更
に
明
瞭
に

此
の
曲
を
理
解
し
得
る
の
で
あ
る
。
（
可
丘
町
O
Z
A
c
o
ω
。

szは
、
回
0
2・

F
O
〈
g
の
初
期
の
最
後
の
作
品
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
は
出
ω可円一
－P
冨
。
N
何回ユ

の
域
を
出
て
ゐ
な
か
っ
た
。
）

し
か
し
、
此
の
三
つ
の
見
方
は
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。
三
つ
の
立
場
か
ら

見
て
ゆ
く
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
何
れ
か
を
強
調
し
て
考
へ
る
事
は
出
来
る
。

（
文
化
史
的
に
よ
く
見
ょ
う
と
か
、
惇
記
的
な
る
事
を
主
に
し
よ
う
か
と
す
る

事
は
出
来
る
）

そ
れ
は
作
品
の
性
質
に
基
い
て
く
る
の
で
あ
る
。

ωnzzBω
ロ
ロ
一
の
ω口
出
〈
巳

。司・∞・
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時
代
は
十
九
世
紀
の
前
宇
の
最
も
新
し
い
社
曾
思
想
の
中
に
あ
る
。

文
塾
思
潮
、
馨
術
の
方
で
言
ふ
ロ

l
マ
ン
的
な
風
調
の
中
に
あ
る
。

ン
的
と
は
古
典
的
に
封
し
て
言
ふ
言
葉
で
、
非
形
式
的
な
、
内
容
感
情
の
表
出

さ
れ
た
る
古
典
的
に
封
し
て
、
非
常
に
個
性
の
強
い
塾
術
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
ン

的
整
術
の
特
質
は
、
憂
愁
、
或
は
激
情
、
焦
燥
包
括
包
己
己
）
と
い
ふ
気
持

が
多
分
に
表
は
れ
、
又
憧
僚
的
な
気
分
を
持
っ
て
ゐ
る
。

古
典
的
：
：
：
ガ
ッ
チ
リ
と
荘
重
美
で
形
式
が
整
っ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ。

ロ
ー
マ

ロ
ー
マ
ン
的
：
：
：
形
式
的
な
も
の
は
な
く
、
各
個
性
に
立
脚
し
た
も
の
。

中
心
に
或
理
想
と
す
る
隼
い
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
を
把
握
し
よ
う
と
す

る
の
が
ロ

l
マ
ン
的
。

此
の
∞
の
町
民
ロ
ωロ
ロ
の
め
ω
ヨω〈
巳
に
は
、
∞
《
υ
｝MCBω
ロ
ロ
の
結
婚
前
の
い

ろ
／
＼
の
人
が
出
て
来
る
。

開
ω可
巴
宮
（
エ
ス
ト
レ
ラ
）

ω岳
民

g
B
の
初
態
の
人

ハリ

E
S
ω
♀
z
g
gロ
の
事

（VFEユ
ロ
何
回
（
キ
ア
リ
ー
ナ
）

（

UFOutM 

同
）
何
戸

mω
口一口民

m，｝。コ協同町凶ロ
J

γω
の
F
E
H
M
gロ
自
身
の
あ
だ
名

目

WCω

。σ
－cω
」

ω。
F
E
E
B
は
、
自
分
の
事
を
、
夢
見
る
様
な
静
か
な

ω♀
c
B
m
S
D
と

い
ふ
意
味
で
開
5
0
E
g
と
呼
び
、
叉
激
情
的
な

ω♀
E
Sロ
ロ
自
身
を

E
R
g
gロ
と
呼
ん
だ
。

此
の

E
R
g
gロ
と

F
H
8
z
g
の
二
つ
の
名
を
用
ひ
て
、
築
曲
の
中
に

自
分
自
身
の
生
活
感
情
を
描
き
出
し
て
ゐ
る
。
他
に
表
れ
て
来
る
名
は
、
舞
踏

曾
に
登
場
し
て
く
る
役
割
の
名
を
借
り
て
来
て
ゐ
る
。

最
後
に
ダ
ビ
ッ
ト
圏
の
行
進
と
い
ふ
の
が
あ
る
。
之
は
、
彼
の
嘗
時
の
考
で

似
て
非
な
る
塾
術
家
に
封
し
て
ロ

l
マ
ン
的
な
彼
等
の
仲
間
が
、
ダ
ピ
ッ
ト
圏

と
心
の
中
で
名
を
つ
け
て
ゐ
た
。
之
が
行
進
す
る
と
い
ふ
柴
章
を
最
後
に
持
っ

て
来
て
ゐ
る
。
か
く
見
て
ゆ
く
と
、
彼
の
生
活
と
此
の
曲
を
切
離
す
事
は
出
来

な
い
の
で
あ
る
。

様
式
的
に
之
を
見
る
と
、
舞
踏
曾
の
様
な
種
々
な
る
場
面
を
用
ゐ
た
組
を
な

し
て
ゐ
る
様
な
楽
曲
は
、
彼
の
作
品
の
中
で
も
初
期
の
可
M6ロ
－
。
ロ
（
蝶
）
に

舞
踏
の
蓮
績
の
如
き
築
曲
が
一
つ
見
ら
れ
る
。

更
に
さ
か
の
ぽ
る
と
、
巧
包
N

の
蓮
績
で
書
い
た
者

sqの
舞
踏
へ
の

招
待
と
い
ふ
繁
曲
が
あ
る
。
し
か
も
わ
ωBω
〈
包
に
は
〉
”

ω
（
g）w
（ν
出

の
一
音
を
謎
の
様
に
吋
Fogmw
と
し
て
、
全
曲
を
一
貫
し
て
用
ゐ
て
ゐ
る
。

〈

R
u
t。
ロ
の
一
種
の
或
種
の
形
を
と
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
て
、
し
か
も
車

な
る
同
，

E
g
m
の
縛
回
で
は
な
く
、
各
祭
曲
が
濁
自
な
る
交
響
詩
を
な
し
て

ゐ
る
。
そ
し
て
此
の

の
ω
5
2巳
の
次
に
出
来
た
、

ωヨ
HMUFOERFO
思
E

g
（
交
響
的
練
習

曲
宮
司
－
H

ど
の
様
式
に
ま
で
護
展
す
る
と
見
る
事
が
出
来
る
。

（司
m
G－－－。
P
F
i
z
z。
ロ
の
如
き
も
の
が
更
に
褒
展
し
て
、
。
釦
円
ロ
ω〈
包
と

な
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
）

∞《リ｝戸ロロ戸何回ロロ一の
ω円HMm凶〈
ω－。目）・む・

1
、
司
芯
ω
B
σ
z
－o
序
言

〉
ω・門山口円

2
、
司
宮
口
．
。
丹

ta 伊

E含

3
、
〉
ユ
O
A
C山口

員職教第5節1343 



4
、
〈
ω｝
月
ロ
。
豆
。

∞・門同
C
円

5
、
開
ロ
ωoECω

6
、司］。円。
ω一
gーロ

9 8 7 、、、

司問。
ll) r,., (1)、。
匂ぷ’旬。....・ 1』.J .....- ,... 

~ e: .E＇恒
ヒ可 ロ s:: ::+ 
出認めゆ

(f) 

日
、
〉
・

ω・
。
・
国
・

l
ω・
ゎ
・
国
・
〉
・

（FOHHH．0ω
仏

ωロ
ωω
ロ件。
ω）

日
、
（
V
F
Eユロ
ω

ロ
、
の
町
。
同
）
吉

日
、
開
ω可
巴

E

u、
問
。
。
。
ロ
ロ
包
ωωω
ロのゆ

日
、
司
ω口
同
色
。
ロ
旦
ハ
リ
。
－
。
ロ
玄
ロ
mw

目
、
〈
包
括
〉
－
z
g
m百
円
貯
（
司
ω
m
ω
E
E）

日
、
〉
〈
OC

問
、
司

gggω
色
。

日
、
司
ωロ
ω。

初
、
宮
向
。
FO
門目。
ω
E巴
ω三門凶
ω
・σロロ己－
qww

。。ロ片岡．
0

｝ぬ
ω
可『口町
mw

片山口。

ー
、
司
円
m
m凶

Bσ
己
mw

序
言
。

白
い
長
い
着
物
を
き
た
道
化
役
者
。

イ
タ
リ
ー
の
喜
劇
役
者
の
名
。

2
、
司
ぽ
口
．
0
門

3
、
〉
ユ
ぬ
A
C
E

4
、
〈
巳
お
ロ
。
z
o

上
品
な
ワ
ル
ツ
。
踊
り
の
一
つ
と
し
て
。

6
共
に

ω
♀
z
g
m
Sロ
自
身
の
あ
だ
名
。
夢
を

見
る
様
な

W
E
B
Sロ
。
憂
愁
な

W
E
B
ω
B。

6
、

2
2
2
gロ
情
熱
的
な
激
情
的
な

ω
n
F
E
Eロロ。

7
、（
V
O
A
C
Z
Z

こ
ぴ
る
様
な
女
、
愛
を
求
め
る
女
。

8
、岡山品川立
E
Cゅ
の
。
門
官
。
門
件
。
が
踊
っ
て
ゐ
る
の
に
封
し
て
、
し
ゃ
れ
男

が
わ
。
A
C
E
Z
の
員
似
を
し
て
踊
る
。

ω円）｝己ロ
uSω

謎
々
。

ω
・
（
い
・
出
・
〉
・
〉
・

ω・（リ・国

9
、
司
ω七日｝］
0
5

蝶
々
。
華
か
に
快
活
に
二
、
三
人
出
て
来
て
、
こ
の

謎
々
の
音
を
口
ず
さ
み
乍
ら
、
多
く
の
人
の
周
り
を
踊
り
狂
ふ
。

5
、
開
口
ωoECω

5 

日
、
〉
・

ω－

n・国・
lω
・
。
・
出
・
〉
・
（
F025ω
己
mgωω
ロ円。
ω）

踊
る
文
字
、
こ
の
文
字
を
白
い
紙
に
黒
く
書
い
て
あ
る
の
を
可
ω匂ロ’

Z
ロ
が
持
っ
て
廻
る
。

（V
E
S
巧－
onw
の
事
。
。
ω円
ω
の
愛
稿
。
（
V
E
E

が
出
て
き
て
〉
・

ω・（
U

・
出
・
の
主
題
を
と
っ
て
踊
る
。

ロ、

h
F。立ロ

ω
n
F
Eロ
ωロ
ロ
の
友
、
の
町
。
立
ロ
が
戸
外
の
月
光
の
中
を

訪
日
し
て
ゐ
る
風
景
を
の
町
。
匂
宮
風
に
か
い
た
も
の
。

日
、
開
ω可
巴

E

開
5
2巴
ロ
ゆ
〈
O
口出・日

nwg
と
い
ふ
婦
人
の
名
。

（V
E
S
の
前
の
故
郷
に
於
げ
る
初
懲
の
女
の
名
で
あ
る
。
〉
宮
町

に
住
ん
で
ゐ
た
。
之
が
〉
・

ω・
（
リ
・
出
の
主
題
で
あ
る
。

日
、
（
V
F
E江口
ω

u、閉山ゅの
O
B包
ωω
告
の
め

め
ぐ
り
合
ひ
、

開
店
。
ω
江
口
。
に
心
の
中
で
め

ぐ
り
合
ひ
、

そ
こ
で
噴
き
合
ふ
。

日
、
司
ωロ
片
山
己
。
ロ
旦
（
V

。］。ロ
σ
E
O

同
）

N
E
E－
。
ロ
は
イ
タ
リ
ー
喜
劇
に
出

て
来
る
老
人
の
名
。
（
U
O】
O
ロ
宮
尾
も
喜
劇
役
者
の
名
。
こ
の
二
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人
が
出
て
群
衆
の
中
を
分
け
乍
ら
踊
っ
て
ゆ
く
o

m、
〈
包
括
〉
ロ

OBmg仏角川

巳］め
Bω
ロ
と
は
ド
イ
ツ
の
事
。
ド
イ
ツ
風

な
当
巳
ロ
句
の
一
意
。
こ
の
途
中
で
可

mwmgE
が
登
場
す
る
。

彼
の
〈
芯
ロ
ロ
。
の
す
ば
ら
し
い
技
巧
を
と
り
入
れ
て
ゐ
る
。

口
、
〉
〈

2

な
や
ま
し
い
自
分
の
告
白
を
意
味
す
る
。
こ
の
中
に
も
〉
・

ω・
（
い
・
出
・
の
冨
2
2
が
出
て
来
る
。

問
、
司

g
g
g
m凶
品
。
散
歩
、
遊
歩
、
そ
ヌ
ろ
歩
き
、
二
人
で
い
ろ
ノ
＼

話
し
合
ひ
乍
ら
踊
り
の
中
よ
り
抜
け
出
し
て
、
そ
こ
は
か
と
な
く

歩
く
。
そ
こ
に
は
月
光
が
照
っ
て
ゐ
る
。

お
休
み
、
ダ
ン
ス
の
休
憩
に
人
々
が
話
し
た
り
休
ん
だ
り

mu
、
司
ωロ
ω
。
し
て
ゐ
る

初
、
而
非
塾
術
者
に
封
す
る
ダ
ヴ
ッ
ト
圏
の
行
進

ヤ
の
馨
術
の
綿
、
ロ
州
包
含
圏
は

P
F
E
Sロ
ロ
の
心
の
中
に
描

い
て
ゐ
る
一
種
の
圏
結
。

ロ州凶〈』円山
ω
は
ギ
リ
シ

ω。
E
Z
司
丘
町
立
E
C
F
中日。－－

8
・Hω

（∞。ロ
ω
S
E
n－
g
。
口
。
匂
－
Hω
）

。目）
Cω

H
O
旬。円
ω
色
町
凶
冨
ロ
ω付
ω

匂
ω
5
2
2
c
m
w
と
い
ふ
名
は
回

2
F。
話
口
が
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。

F
S・

0
4司

O
E
も
彼
自
身
が
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
宮
。
ロ
己

R
F
o
z

ω。ロ
ω件。〉百円）
ωωω
宮ロ町民
ω
は
回
0
0
同
町
。
〈
ぬ
ロ
・
が
つ
け
た
も
の
で
は
な
い
。

此
の
曲
は
、
∞

2
5
0
2ロ
が
一
七
九
六
年
頃
ま
で
ゐ
た
、
ピ
《
リ

god司
ω片
可

公
の
家
に
ゐ
た
頃
作
り
か
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
一
七
九
九
年
に
当
日
。
ロ
で

出
版
さ
れ
た
。
最
初
の
序
奏
の
部
分
に
匂
丘
町
2
5
5
の
意
が
龍
っ
て
ゐ
る
。

出
版
後
、
非
常
に
流
行
し
て
、
嘗
時
、
同
）
向
洋
｝
百
円
E
Zぬ
と
い
ふ

ω
o
g
z
が
出

来
た
程
で
あ
る
。

一
八

O
O年
頃
の
年
代
の
時
代
意
識
、
即
ち
、
新
し
い
時
代
の
感
激
的
な
悩

み
が
よ
く
表
は
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

∞
2
5。〈
g
の
作
品
よ
り
見
て
も
こ
の
曲
は
、
第
一
期
と
第
二
期
と
分
岐

黙
に
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

此
の
曲
は
序
奏
が
非
常
に
特
長
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
。
円
）
・
Hω

以
前
に
か

か
る
序
奏
の
様
式
が
あ
る
か
ど
う
か
尋
ね
て
み
る
と
、

回
以
ロ
門
目
。
－
の
句
円
以
－
c門
出
ロ
ヨ
小
自
己
目

回
R
F
m，B
o－－
一司円以
Z
門出口百

。－
cnr

l

l

γ

の
序
曲
の
序
奏
部
に
も
多
少
見
ら
れ
る
o

p

凶。Nω
円円」

叉
十
八
世
紀
の
前
半
の

ω巳
Z
の
最
初
に
出
て
来
る
の
包
括
の
形
に

か
〉
る
様
式
が
見
ら
れ
る
。

此
の
曲
は

ω。ロ
ω件
。
形
式
を
具
へ
て
ゐ
る
。
今
分
解
し
て
み
る
。

第
一
築
章

開－ロ］角川芹ロロ
m

。門町凶〈。

け
H
l
H
C

V
H
A

日。
回
巴
。
者

wF2NF
円、。
σ角
川
立
に
よ
る

開
>< 
旬。
。
ロ

r一一一J」ーーー「

結 副主
句集要
節祭
節

印一戸

l

∞∞

提
示
部

∞中
l
H
ω
N

ロロ円。｝戸内門戸町門戸回口問

］
｛

ω
ω
l
H
m
v品

設
展
部
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閉
山
岳
ユ
お
反
覆
部

］
｛
句
切

l
N
∞hF

（
い
。
門
田

ω

N

∞切
l
ω
C

∞＝

繰
返
は
結
句
の
所
だ
け
だ
が
∞

2
任
。
認
ロ
は
序
奏
に
返
る
様
に
か
い

て
ゐ
る
。

第
二
築
章

形
式
で
あ
る
。

主
要
柴
節

副
繁
節

主
要
築
節

副
楽
節
第
二

主
要
繁
節

〉門古一

m
－。。
ωロ
g
z
－oは
〉

ω人
同
日
で
拡
大
さ
れ
た
円
、
一
色

〉

同，・
H

1

5

」

γ
。。

回
目
（
第
二
主
題
を
含
む
）

］｛吋

l
N

∞

B
E
g
g」
γ
∞
∞
位

〉

N
匂

lω

∞

ω
件。口一戸旬。

ロロ

ω吋
l

印（）

〉

切
一円
l

∞。

。
。
門
古

。
斗
i
叶

ω

k
f
切目

w
p
回目
H
W

〉

w結
句
巌
格
な
る
三
撃
で
か
〉
れ
て
ゐ
る
。

即
ち
、
上
撃
は
宮
色
。
色
。
。
中
聾
は
和
撃
の
動
き
、
低
一
音
は
副
旋
律
で

あ
り
八
小
節
毎
に
匝
切
ら
れ
て
ゐ
る
。

第
三
柴
章

問。ロ仏
O

〉－－
om円。

〉

主
要
繁
節
（
固
さ
ヌ

ω
R
N）

副
柴
節
目
（

ω・ω・）

主
要
繁
節
（
出
・

ω・）

副
楽
節
ロ

主
要
柴
節

副
柴
節
目

主
要
楽
節

＋
（
リ
。
門
U

Z

N

l

終
ま
で

同，・
H
1
N品

回目

吋－
N
印

1
2

〉

け
合
l
吋∞

∞口

づ
芯
ー
ロ
。

〉

吋－
H
N
C
l
H
ω
A
F

∞ ド『

吋－
z
h
p
l
H
8

〉

H
J
H

ロl
Z

H

唱団

2
5
2
8
5
5件
。
色

g
o
g
E
g
甲山口
N

宮
含
ω
Z
Rロ
品
。
ロ
ロ
仏

門宮
ω
耳目色
R
E
Z
σ
。ロ色。
E

岡山町。

ω同町凶ロ己
ω。ロ
ω件。・

ou－
z・
2
。・
N

〔
横
書
き
の
手
書
き
〕

な
お
、
本
書
第
七
節
に
掲
載
し
た
「
園
都
に
芽
生
え
る
」
と
題
す
る
新
聞
記
事

（
『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
十
七
年
九
月
十
三
日
）
は
、
東
京
音
楽
学
校
の
満
州
建
国
十

周
年
記
念
演
奏
旅
行
に
同
行
し
た
遠
藤
宏
の
執
筆
に
よ
る
。
新
聞
記
事
と
し
て
は
、

他
に
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
交
響
詩
を
紹
介
し
た
『
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
交

響
楽
詩
』
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
大
正
十
一
年
五
月
二
十
九
日
）
、
乙
骨
三
郎
著
『
西
洋
一
音

繁
史
』
に
対
す
る
書
評
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
十
一
年
一
月
十
九
日
）
な
ど
。

下
綿
費
三
（
し
も
ふ
さ
か
く
ぞ
う
）

墓
尽
都

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
三
月
三
十
一
日
生
。

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
三
月
二
十
四
日
埼
玉
県
師
範
学
校
卒
業
。
三
月
三
十
一
日
埼

玉
県
北
葛
飾
郡
幸
手
尋
常
高
等
小
学
校
訓
導
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
四
月
十
九
日
小
学
校

令
施
行
規
則
第
百
二
十
二
条
第
三
号
に
よ
り
休
職
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

大
正
九
年
（
一
九
二

O
）
三
月
二
十
五
日
東
京
音
楽
学
校
甲
種
師
範
科
卒
業
。
三
月
三

十
一
日
新
潟
県
長
岡
女
子
師
範
学
校
教
諭
兼
訓
導
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

大
正
十
年
（
一
九
二
こ
六
月
三
十
日
秋
田
県
師
範
学
校
訓
導
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
同
日

よ
り
十
一
年
三
月
十
六
日
ま
で
秋
田
県
立
秋
田
高
等
女
学
校
音
柴
科
教
授
嘱
託
。

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
三
月
十
六
日
岩
手
県
師
範
学
校
教
諭
兼
訓
導
に
任
ぜ
ら
れ

る。
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
八
月
二
十
九
日
栃
木
県
師
範
学
校
教
授
兼
訓
導
に
任
ぜ
ら

れ
る
。

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
三
月
三
十
一
日
願
に
よ
り
本
職
並
兼
職
を
免
ぜ
ら
れ
る
。
四
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月
一
日
よ
り
十
一
月
十
二
日
ま
で
東
京
市
牛
込
区
私
立
成
城
小
学
校
訓
導
。

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
三
月
三
十
一
よ
り
七
年
三
月
十
日
ま
で
東
京
府
立
第
九
中
学

校
唱
歌
科
授
業
嘱
託
。

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
四
月
一
日
よ
り
十
二
月
ま
で
帝
国
音
楽
学
校
教
員
。

昭
和
五
年
（
一
九
三

O
）
二
月
よ
り
七
年
四
月
ま
で
武
蔵
野
音
楽
学
校
教
員
。

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
三
月
文
部
省
在
外
研
究
員
と
し
て
作
曲
法
研
究
の
た
め
満
二

カ
年
間
ド
イ
ツ
に
在
留
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
九
月
＝
百
帰
朝
。
九
月
十
日
墓
尽
音
楽
学
校
教
務
嘱
託
。
十

一
月
三
十
日
講
師
嘱
託
。
十
二
月
十
八
日
任
東
京
音
楽
学
校
助
教
授
。

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
三
月
三
十
一
日
任
東
京
音
楽
学
校
教
授
。
叙
高
等
官
七

等
。
四
月
二
十
七
日
海
軍
々
楽
隊
墓
京
分
遣
隊
に
お
け
る
教
務
嘱
託
。

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
五
月
一
日
陸
叙
高
等
官
六
等
。
五
月
十
五
日
叙
正
七
位
。

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
四
月
一
日
官
吏
任
用
叙
級
令
に
よ
り
文
部
教
官
（
二

級
）
に
任
ぜ
ら
れ
東
京
音
楽
学
校
教
授
に
補
せ
ら
れ
る
。
九
月
一
日
昭
和
二
十
一
年

勅
令
第
二
百
六
十
三
号
に
よ
り
適
格
と
判
定
さ
れ
る
。

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
三
月
六
日
昭
和
二
十
二
年
度
学
科
主
任
を
命
ぜ
ら
れ

る。細
川
碧
（
ほ
そ
か
わ
み
ど
り
）

夏
尽
府
平
民

明
治
三
十
五
年
（
一
九
O
二
）
五
月
十
五
日
生
。

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
三
月
東
京
府
立
第
一
中
学
校
卒
業
。

大
正
十
二
年
（
一
九
三
三
一
二
月
東
裏
目
差
子
校
予
科
妻
木
。

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
三
月
二
十
五
日
同
校
本
科
声
楽
部
卒
業
。

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
三
月
二
十
五
日
同
校
研
究
科
作
曲
部
修
了
。
同
年
作
曲
研
究

の
た
め
満
三
年
間
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
在
留
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
旅
費
支
度
料
及
在
外
中

学
資
を
支
給
さ
れ
六
月
十
八
日
在
留
国
に
向
か
い
出
発
。

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
九
月
二
十
八
日
在
留
満
期
後
昭
和
九
年
十
一
月
一
日
ま
で
私

費
滞
在
の
件
許
可
さ
れ
る
。

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
四
月
ウ
ィ
ー
ン
国
立
音
楽
単
科
大
学
（
作
曲
本
科
）
卒
業
。

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
四
月
一
日
帰
司
四
月
十
日
東
京
音
楽
学
校
講
師
嘱
託
。
七

月
二
十
四
日
任
東
京
音
楽
学
校
助
教
授
。

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
四
月
二
十
七
日
海
軍
軍
楽
隊
東
京
分
遣
隊
に
お
け
る
教
務

嘱
託
。

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
二
月
二
十
九
日
任
東
京
音
楽
学
校
教
授
。
叙
高
等
官
七

等
。
四
月
一
日
叙
従
七
位
。
四
月
五
日
横
須
賀
事
具
団
教
務
嘱
託
。

水
谷
達
夫
（
み
ず
た
に
た
つ
お
）

東
京
都

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
十
月
二
日
生
。

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
三
月
二
十
一
百
東
室
田
委
子
校
本
科
器
楽
部
卒
業
。

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
四
月
上
野
児
童
音
楽
学
園
講
師
。

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
四
月
十
日
教
務
嘱
託
。

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
十
月
十
一
日
任
東
京
音
楽
学
校
助
教
授
。

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
四
月
二
十
七
日
任
東
京
音
楽
学
校
教
授
。
叙
高
等
官
七

等。
七
月
十
五
日
叙
従
七
位
。

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
四
月
一
日
官
吏
任
用
叙
級
令
に
よ
り
文
部
教
官
（
二

級
）
に
任
ぜ
ら
れ
東
室
田
斐
子
校
教
授
に
補
せ
ら
れ
る
。
九
月
一
日
昭
和
二
十
一
年

勅
令
第
二
百
六
十
三
号
に
よ
り
適
格
と
判
定
さ
れ
る
。

中
村
ハ
マ
（
な
か
む
ら
は
ま
）

東
京
府
平
民

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
一
月
二
十
三
日
生
。

昭
和
六
年
（
一
九
三
二
三
月
二
十
一
日
兵
庫
県
良
元
村
小
林
私
立
聖
心
女
子
学
院
高

等
女
学
部
第
四
学
年
修
了
退
学
。

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
三
月
二
十
二
日
夏
歪
日
楽
学
校
予
科
卒
業
。
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昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
三
月
二
十
二
日
東
京
音
楽
学
校
本
科
器
楽
部
卒
業
。

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
三
月
二
十
二
日
東
京
音
楽
学
校
研
究
科
器
楽
部
修
了
。
九

月
十
日
東
室
田
楽
学
校
教
務
嘱
託
。

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
三
月
三
十
一
日
分
教
場
兼
勤
。

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
四
月
一
干
七
日
任
墓
歪
白
楽
学
校
助
教
授
。

金
十
登
（
か
ね
こ
の
ぼ
り
）

神
奈
川
県

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
十
一
月
二
十
三
日
生
。

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
三
月
二
十
二
日
東
京
音
楽
学
校
本
科
器
楽
部
卒
業
。
四
月
上

野
児
童
音
斐
子
園
講
師
。

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
九
月
十
一
日
教
務
嘱
託
。

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
四
月
＝
干
日
任
東
室
回
選
子
校
助
教
授
。

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
四
月
一
日
官
吏
任
用
叙
級
令
に
よ
り
文
部
教
官
（
三

級
）
に
任
ぜ
ら
れ
夏
笠
日
楽
学
校
勤
務
。
九
月
一
日
昭
和
二
十
一
年
勅
令
第
二
百
六

十
三
号
に
よ
り
適
格
と
判
定
さ
れ
る
。

柴
田
睦
陸
（
し
ば
た
む
つ
む
）

岡
山
県

大
正
二
年
（
一
九
二
ニ
）
三
月
二
十
三
日
生
。

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
三
月
東
京
音
楽
学
校
声
楽
科
卒
業
。
四
月
上
野
児
童
音
楽

学
園
講
師
と
な
る
。
東
室
田
斐
子
校
教
務
補
助
。

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
八
月
二
十
七
日
昭
和
二
十
一
年
勅
令
第
二
百
六
十
三
号

に
よ
り
適
格
と
判
定
さ
れ
る
。

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
五
月
三
十
一
日
同
校
教
務
嘱
託
。
八
月
三
十
一
日
同
校

講
師
嘱
託
。

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
三
月
三
十
一
日
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
五
十
六
号
に
よ

り
嘱
託
制
度
廃
止
に
つ
き
廃
嘱
。
四
月
一
日
東
室
田
楽
学
校
講
師
に
任
命
さ
れ
二
級

官
同
格
。

鈴
木
正
三
（
す
ず
き
し
よ
う
ぞ
う
）

東
京
府

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
四
月
一
日
生
。

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
三
月
七
日
墓
尽
府
立
第
七
中
学
校
卒
業
。

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
三
月
二
十
二
日
東
京
音
楽
学
校
予
科
卒
業
。
四
月
十
一
日

夏
歪
日
楽
学
校
本
科
器
楽
部
入
学
。

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
一
月
十
九
日
同
校
管
絃
楽
部
員
心
得
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
三
月
二
十
二
日
同
校
本
科
器
楽
部
卒
業
。
四
月
十
日
東
京

音
楽
学
校
生
徒
器
楽
合
奏
に
関
す
る
教
務
補
助
。
楽
器
掛
補
助
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
五

月
一
日
同
校
管
弦
楽
部
員
と
な
る
。

昭
和
十
五
年
（
一
九
四

O
）
四
月
十
日
分
教
場
兼
務
。

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
三
月
研
究
科
器
楽
部
（
フ
ル
ー
ト
）
修
了
。
東
京
音
楽
学

校
技
手
と
な
る
。
四
月
二
十
日
管
絃
楽
部
員
嘱
託
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
三
月
三
十
一
日
作
曲
部
（
指
揮
法
）
修
了
。
五
月
三
十
日

東
京
音
楽
学
校
助
教
授
を
兼
任
す
る
。
八
月
＝
百
満
州
国
へ
出
張
。

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
三
月
三
十
一
日
図
書
課
勤
務
。

山
本
力
（
や
ま
も
と
ち
か
ら
）

大
阪
府
士
族

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
一
月
二
十
四
日
生
。

昭
和
五
年
（
一
九
三

O
）
三
月
大
阪
府
立
住
吉
中
学
校
卒
業
。

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
四
月
永
井
静
子
に
就
き
ピ
ア
ノ
を
修
む
（

i
十
年
二
月
）
。

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
一
月
関
西
学
院
文
学
部
英
文
科
卒
業
。

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
三
月
東
室
田
肇
子
校
予
科
卒
業
。

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
六
）
三
月
同
校
本
科
器
楽
部
卒
業
。
四
月
十
日
東
京
音
楽
学
校

生
徒
器
楽
合
奏
に
関
す
る
教
務
補
助
。
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昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
三
月
二
十
五
日
同
校
研
究
科
修
了
。
四
月
七
日
東
京
音
楽

学
校
教
務
嘱
託
。

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
三
月
三
十
一
日
庶
務
課
勤
務
。
四
月
七
日
東
京
音
楽
学
校

書
記
兼
同
校
助
教
授
。

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
二
月
二
十
九
日
東
京
音
楽
学
校
生
徒
主
事
補
兼
東
京
音
楽

学
校
助
教
授
と
な
る
。
生
徒
課
勤
務
。
七
月
十
五
日
依
頼
免
本
官
並
兼
官
弓

弘
（
さ
か
い
ひ
ろ
む
）

酒
井

兵
庫
県

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
十
一
月
三
日
生
。

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
三
月
二
士
百
墓
笠
日
楽
学
校
本
科
声
楽
部
卒
業
。
三
月

三
十
一
日
東
京
府
立
第
十
二
中
学
校
授
業
を
嘱
託
さ
れ
る
。

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
O
）
五
月
十
四
日
東
京
音
楽
学
校
教
務
補
助
。
上
野
児
童
音
楽

学
園
講
師
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
六
月
十
八
日
東
京
音
楽
学
校
教
務
嘱
託
。
十
一
月
一
日

「
コ
ロ
ン
ビ
ア
」
蓄
音
機
登
山
会
社
に
入
社
。

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
三
月
三
十
一
日
東
京
音
楽
学
校
講
師
嘱
託
。
十
二
月
十
一

日
墓
歪
桑
学
校
書
記
兼
東
裏
目
遺
子
校
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
五
月
八
日
東
京
海
軍
々
楽
隊
教
務
嘱
託
（
部
内
限
判
任
官

待
遇
）
。

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
三
月
三
十
日
東
京
音
楽
学
校
助
教
授
兼
東
京
音
楽
学
校
書

記
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
三
月
三
十
一
日
東
京
音
楽
学
校
書
記
兼
東
京
音
楽
学
校

助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
四
月
一
日
官
吏
任
用
叙
級
令
に
よ
り
文
部
事
務
官
（
二

級
）
兼
文
部
教
官
（
三
級
）
に
任
ぜ
ら
れ
夏
原
音
楽
学
校
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
九

月
一
日
昭
和
二
十
一
年
整
官
第
二
六
三
号
に
よ
り
適
格
と
判
定
さ
れ
る
。

中
山
富
士
雄
（
な
か
や
ま
ふ
じ
お
）

東
京
都

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
九
月
九
日
生
。

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
五
月
よ
り
昭
和
十
年
八
月
ま
で
チ
ヤ
！
ル
ス
・
デ
ビ
ッ
ド
ソ

ン
に
つ
き
、
コ
ル
ネ
ッ
ト
を
修
め
る
。

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
三
月
慶
慮
義
塾
大
学
中
途
退
学
。

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
三
月
二
十
五
日
東
京
音
楽
学
校
本
科
器
楽
部
卒
業
。
四
月

七
日
開
校
教
務
嘱
託
補
助
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
八
月
二
十
四
日
昭
和
二
十
一
年
勅
令
第
二
百
六
十
三
号

に
依
り
適
格
と
判
定
さ
れ
る
。
八
月
三
十
一
日
東
京
音
楽
学
校
教
務
嘱
託
。

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
六
月
三
十
日
同
校
楽
器
掛
長
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
一
月
三
十
一
日
文
部
教
官
に
任
ぜ
ら
れ
る
（
三
級
）
。

東
京
音
楽
学
校
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

秋
元
遁
雄
（
あ
き
も
と
み
ち
お
）

栃
木
県

大
正
九
年
（
一
九
二

O
）
十
月
八
日
生
。

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
九
月
墓
歪
目
差
子
校
本
科
器
楽
部
卒
業
。

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
九
月
海
軍
技
術
研
究
所
実
験
心
理
研
究
部
に
実
験
員
と
し

て
入
る
。

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
四
月
研
究
業
務
嘱
託
（
判
任
待
遇
）
。
八
月
終
戦
に
よ
り

嘱
託
を
解
か
れ
る
。
同
年
九
月
1
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
九
月
東
京
都
立
第
十
五

中
学
校
お
よ
び
同
城
南
中
学
校
の
教
務
嘱
託
。

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
八
月
二
十
四
日
勅
令
第
二
百
六
十
三
号
に
よ
り
適
格
と

判
定
さ
れ
る
。
八
月
三
十
一
旦
塁
笠
田
楽
学
校
教
務
嘱
託
。

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
八
四
）
三
月
三
十
一
日
整
官
第
五
十
六
号
に
よ
り
嘱
託
制
度
廃

止
に
つ
き
廃
嘱
。
四
月
一
日
東
夏
目
楽
学
校
護
問
。
三
級
官
同
椅
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池
内
友
次
郎
（
い
け
の
う
ち
と
も
じ
ろ
う
）

神
奈
川
県

明
治
三
十
九
年
（
一
九
O
六
）
十
月
二
十
一
日
生
。

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
三
月
東
京
開
成
中
学
校
事
業
。

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
一
月
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
の
国
立
音
楽
院
の
和
声
科
フ
ュ

l
グ

科
作
曲
科
に
修
学
（

i
十
一
年
八
月
）
。

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
二
月
日
本
蓄
音
器
商
会
（
コ
ロ
ン
ビ
ア
社
）
に
専
属
作
曲

家
と
し
て
在
社
（

i
T五
年
一
月
）
。
四
月
日
本
大
学
芸
術
科
音
楽
科
の
講
師
と
な

る。
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
四
月
日
本
大
学
芸
術
科
主
任
教
授
。

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
八
月
三
十
一
日
東
京
音
楽
学
校
講
師
嘱
託
。
九
月
一
日

昭
和
二
十
一
年
勅
苓
第
二
百
六
十
三
号
に
よ
り
適
格
と
判
定
さ
れ
る
。

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
三
月
三
十
一
日
文
部
教
官
補
東
京
音
楽
学
校
教
授
に
任

ぜ
ら
れ
る
。
叙
二
級
。

宅
孝
二
（
た
く
こ
う
じ
）

大
阪
府

明
治
三
十
七
年
（
一
九
O
四
）
三
月
十
日
生
。

大
正
十
年
（
一
九
二
二
五
月
京
都
同
志
社
大
学
予
科
中
途
退
学
。

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
五
月
音
楽
研
究
の
た
め
渡
仏
。
十
月
パ
リ
音
楽
師
範
学
校
入

…字。

昭
和
六
年
（
一
九
三
二
四
月
帰
明

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
十
二
月
t
十
二
年
（
一
九
三
七
）
三
月
研
究
継
続
の
た
め
渡

仏
、
研
究
科
目
ソ
ル
フ
ェ

l
ジ
ュ
、
ピ
ア
ノ
、
音
楽
史
理
論
、
作
曲
法
等
。

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
六
月

i
T七
年
（
一
九
四
二
）
四
月
三
十
日
東
京
女
子
高

等
師
範
学
校
助
教
授
に
任
ぜ
ら
る
。

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
八
月
三
十
一
日
講
師
嘱
託
。
十
一
月
十
五
日
任
文
部
教

官
叙
二
級
。
補
東
京
音
楽
学
校
教
授
。

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
三
月
三
十
一
日
依
願
免
本
官
。
四
月
一
日
東
京
音
楽
学

校
講
師
と
な
る
。

野
漫
地
瓜
丸
（
の
べ
ち
う
り
ま
る
）

墓
尽
都

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一

O
）
三
月
十
四
日
生
。

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
四
月
成
膜
学
園
小
学
校
第
三
学
年
当
時
よ
り
ピ
ア
ノ
の
勉
強

を
志
し
東
京
音
楽
学
校
教
授
室
岡
清
枝
女
史
に
学
ぶ
。
同
小
学
校
第
五
学
年
当
時
よ

り
同
音
楽
学
校
教
授
「
ペ
ッ
ツ
オ
ル
ド
」
夫
人
に
就
く
。
後
同
夫
人
帰
国
す
る
に
及

び
「
ロ
ラ
ン
ヂ
」
教
授
に
学
ぶ
。

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
七
月
渡
欧
の
た
め
成
際
学
園
中
学
部
四
学
年
第
一
学
期
修

了
中
途
退
学
。

昭
和
元
年
（
一
九
二
六
）
五
月
仏
国
、
パ
リ
「
ア
ル
フ
レ
・
コ
ル
ト
！
」
主
宰
「
エ
コ

ー
ル
ノ
ル
マ
ン
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
（
音
楽
師
範
学
校
）
ピ
ア
ノ
科
「
ラ
ザ
ル
・
レ
ヴ

ィ
l
教
室
」
入
学
。

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
十
一
月
同
校
同
科
修
了
。

昭
和
五
年
（
一
九
三

O
）
一
月
帰
国
。
九
月
中
野
音
楽
学
校
講
師
（
i
六
年
一
月
）
。

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
八
月
三
十
一
日
講
師
嘱
託
。
十
月
三
日
昭
和
二
十
一
年

整
官
第
二
百
六
十
三
号
に
よ
り
適
格
と
判
定
さ
れ
る
。

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
三
月
一
日
任
文
部
教
官
叙
二
級
補
東
京
音
楽
学
校
教

授。長
谷
川
良
夫
（
は
せ
が
わ
よ
し
お
）

東
京
都

明
治
四
十
（
一
九
O
七
）
十
二
月
二
十
二
日
生
。

昭
和
六
年
（
一
九
三
二
三
月
東
京
音
楽
学
校
甲
種
師
範
科
卒
業
。
七
月
研
究
科
作
曲

部
柑
霊
翠
－
と
し
て
信
時
潔
、
ク
ラ
ウ
ス
・
プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
両
氏
に
作
曲
を
学
ぶ

（i
九
年
六
月
）
。

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
五
月
宝
塚
歌
劇
団
に
入
団
、
作
曲
お
よ
び
宝
塚
交
響
楽
団
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の

指揮
に
任
ぜ
ら
れ
る
（

iT
八
年
三
月）。

昭
和
十
二
年
九
月
イ
タ
リ
ー、
ド
イ
ツ、
フ
ラ
ン
ス、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
出
張

（

t十
九
年
八
月）。

昭和
二
十一
年
（一
九
四
六）
八
月
二
十
四
日
愛市
第
二
百
六
十
三
号
に
よ
り
適
格
と

判
定
さ
れ
る。
八
月
三
十一
日

東京音

楽学
校
講
師
嘱
託。

昭和
二
十
二
年
（一
九
四
七）
六
月
十
四
日
文
部
教

官叙
二
級
補

東京
音
楽
学
校
教
授

に
任
ぜ
ら
れ
る。

矢
田

部勤音
（
や
た
べ
け
い
き
ち）

東京
都

明
治
二
十
九
年
（一
八
九
六）
三
月
二
十
七
日
生。

大
正
八
年
（一
九一
九）
三
月

東京音

楽学校
本
科
声
楽
科

卒業。

大
正
十一
年
（一
九
二
二）
十一

月1十
三
年
（一
九
二
四）
九
月
フ
ラ
ン
ス
な
ら
ぴ

に
ド
イ
ツ
へ
留
学
ド
ク
ト
ル
フ
ォ
ン
ツ
ア
ピ
ロ
ッ
ス
キ
！
氏
に
つ
き
声
楽
研
究。

大
正
十
三
年
（一
九
二
四）
九
月
日

本音
楽
学
校
並
東
洋
音
楽
学
校
教
師

でムl
五
年

三
月）。
同
十
三
年
（一
九
二
四）
九
月
東
京
府
立
第
五
中
学
校
音
楽
教
師
（

i十

四
年
七
月）。

大
正
十
五
年
（一
九
二
六）
四
月

東京高
等
音
楽
院
を
同
志
と
共
に
創
立
し
併
せ
て
教

師
と
な
る。

昭和
二
十一
年
（一
九
四
六）
八
月
二
十
四
日
昭
和
二
十一
年
勅
令
第
二
百
六
十
三
号

に
よ
り
適
格
と
判
定
さ
れ
る。
八
月
三
十一
日

東京音
楽
学
校
講
師
嘱
託口
十一
月

十
五
日
文
部
教
官弓
叙
二
級
に
任
ぜ
ら
れ
る。
東
京
音
楽
学
校
教
授
に
補
せ
ら
れ

る。

宏
（
た
む
ら
ひ
ろ
し）

田
村

千
葉
県

大
正
十
二
年
（一
九
二
三）
七
月
二
十
四
日
生。

昭和
十
八
年
（一
九
四
三）
九

月東室田
斐子
校
本

科霊未。

昭和
二
十一
年
（一
九
四
六）
九
月一
日

昭和
二
十一
年
勅
令
第
二
百
六
十
三
号
に
よ

り

適格
と
判
定
さ
れ
る。
九
月
十
八
日
教
務
嘱
託。

昭和
二
十
三
年
（一
九
四
八）
二
月
三
十一
日
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
五
十
六
号
に
よ

り

嘱託制
度
廃
止
に
つ
き
廃
嘱。
四
月一
日

東京音

楽学
校
講
師。
三

級官
同
格

完
（
か
じ
わ
ら
ひ
ろ
し）

梶原

長
野
県

大
正
十
三
年
（一
九
二
四）
十一
月
九
日
生。

昭和
十
九
年
（一
九
四
四）
九
月

東京音

楽学校本
科
器
楽
部
（
ピ
ア
ノ
科）

卒業。

昭
和
二
十一
年
（一
九
四
六）
十
月
二
士一
百
昭
和
二
十一
年
勅
令
第
二
百
六
十
三
号

に
よ
り
適
格
と
判
定
さ
れ
る。
十
月
二
十
三
日
教
務
嘱
託。

昭和
二
十
三
年
（一
九
四
八）
三
月
三
十一
日
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
五
十
六
号
に
よ

り

嘱託制
度
廃
止
に
つ
き
廃
嘱。
四
月一
日

東墓

暴学
校
講
師。
三

級官

同格。

畑

中良輔
（
は
た
な
か
り
ょ
う
す
け）

岡
山
県

大
正
十一
年
（一
九
二
二）
二
月
十
二
日
生。

昭和
十
八
年
（一
九
四
三）
九
月

東京音
楽
学
校
本
科
声
楽
部
卒
業。
十
月
暁
星
中
学

校

嘱託。

束事戸
専
音
楽
学
校
講
師。
十一
月

中央音
楽
学
校

講師。

昭和
二
十一
年
（一
九
四
六）
十
月
三
日

昭和
二
十一
年
勅
令
第
二
百
六
十
三
号
に
よ

り
適
格
と
判
定
さ
れ
る。
十
月
二
十
三
日
教
務
嘱
託。

昭和
二
十
三
年
（一
九
四
八）
三
月
三
十一
日
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
五
十
六
号
に
よ

り
嘱
託
制
度
廃
止
に
つ
き
廃
嘱。
四
月一
日

東京音

楽学
校
講
師。
三

級官
同
格。

田
尾一
一
（
た
お
か
ず
い
ち）

香
川
県

明
治
三
十
九
年
（一
九
O
六）
十一
月
十
八
日
生。
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大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
三
月
七
日
香
川
県
師
範
学
校
本
科
第
一
部
卒
業
。
三
月
三
十

一
日
香
川
喜
磐
小
学
校
訓
導
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

大
正
十
一
年
（
一
九
一
一
二
）
三
月
七
日
広
島
高
等
師
範
学
校
文
科
第
二
部
卒
業
。
三
月

三
十
一
日
北
海
道
庁
立
小
樽
由
学
校
教
諭
兼
同
潮
見
台
高
等
小
学
校
訓
導
に
任
ぜ
ら

れ
る
。

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
四
月
十
日
公
立
学
校
職
員
分
限
令
第
八
条
第
四
号
在
中
学

校
令
施
行
規
則
第
百
二
十
二
条
第
三
号
に
よ
り
休
職
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
四
月
十
五
日

墓
尽
高
等
師
範
学
校
研
究
科
に
入
学
し
教
育
学
を
専
売

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
三
月
三
十
一
日
東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
卒
業
。
成
城
高
等

学
校
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

昭
和
五
年
（
一
九
三

O
）
三
月
三
十
一
日
玉
川
学
園
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
一
月
十
一
日
公
立
中
学
校
教
諭
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
高
等
官

七
等
。
秋
田
県
立
横
手
品
学
校
教
諭
叫

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
五
月
三
十
一
日
公
立
高
等
女
学
校
長
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
秋

田
県
立
本
荘
高
等
女
学
校
長
。
高
等
官
六
等
。

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
九
月
二
十
六
日
秋
田
県
立
角
館
中
学
校
長
。

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
六
月
一
日
高
等
官
四
等
。
六
月
十
五
日
叙
正
六
位
。
十
二

月
二
十
二
日
秋
田
県
立
横
手
中
学
校
長
。

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
四
月
一
日
愛
唱
第
二
二
ニ
号
公
立
学
校
官
制
に
よ
り
地

方
教
官
に
任
ぜ
ら
れ
二
級
に
叙
さ
れ
る
。

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
三
月
＝
干
一
日
任
文
部
教
官
叙
二
級
補
東
京
音
楽
学
校

教
授
。

伊
藤
裕
（
い
と
う
ゆ
た
か
）

神
奈
川
県

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
九
月
十
一
日
生
。

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
十
一
月
毎
日
新
聞
社
主
催
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
ピ
ア
ノ
部
門

第
一
位
文
部
大
臣
賞
受
賞
。

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
三
月
墓
笠
田
楽
学
校
本
科
ピ
ア
ノ
科
卒
業
。
六
月
東
京

女
子
高
等
師
範
学
校
講
師
。

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
四
月
二
十
日
昭
和
二
十
三
年
勅
令
第
二
百
六
十
三
号
に

よ
り
適
格
と
判
定
さ
れ
る
。
墓
歪
日
斐
子
校
講
師
。
三
級
官
同
埼
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